

























































































































院に席を置いていた精神科医の王浩威を発行人として、1991 年 10 月に創刊
























































４ 鄭慧如「台湾当代詩的後現代理論輪郭」、『江漢学術』第 32 巻第 2 期、2013。 
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４ 鄭慧如「台湾当代詩的後現代理論輪郭」、『江漢学術』第 32 巻第 2 期、2013。 
５ 『島嶼邊縁』は第 10 期に「酷兒（Queer）」特集を組んでいる。この特集
－74－
 
号と台湾におけるセクシュアルマイノリティをめぐる問題については、『台湾
女性史入門』「Ⅵ-6 クィア文学」（台湾女性史入門編集委員会編、人文書院、
2008）に紹介がある。 
６ 陳芳明『台灣新文學史』、聯經出版社、2011。翻訳に下村作次郎・野間信
幸・三木直大・垂水千恵・池上貞子訳『台湾新文学史（上）(下)』（東方書店、
2015）。 
７ サイードの影響について陳芳明は、たとえば『後殖民台湾―文学史論及其
周邊』（麥田、2002）の「自序」で自ら語っている。また、ジェイムソンに
ついては『很慢的果子－閲読與文学批評』（麥田、2015）の「第18章：詹明
信與後現代主義文化」などを参照のこと。詹明信はジェィムソンの中国語訳
名。陳芳明のポストコロニアル研究については、張原銘「台湾におけるポス
トコロニアル文化研究―陳芳明の『後殖民台湾』を読む」（『フォーラム現代
社会学』第3号、関西社会学会、2004）がある。 
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